




博物館アルバム

�

２
０
２
６
年
１
月
10
日（
土
）～

�

３
月
８
日（
日
）

　

暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た
道
具

や
資
料
を
通
し
て
昭
和
と
い
う
時
代
を

紹
介
し
ま
し
た
。
関
連
催
事
で
は
展
示

解
説
や
体
験
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

�

10
月
12
日（
日
）

　

県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

を
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
保
存
・
伝
承

を
図
り
、
県
民
の
民
俗
芸
能
へ
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
愛

知
県
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
演
：
島
文
楽
保
存
会
（
一
宮
市
）・

新
茶
屋
神
明
社
神
楽
保
存
会
（
名
古
屋

市
）・
能
田
徳
若
万
歳
保
存
会
（
北
名

古
屋
市
）・
常
磐
車
を
守
る
会
（
常
滑

市
）・
山
中
八
幡
宮
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ

リ
保
存
会
（
岡
崎
市
）・
高
浜
え
ん
ち
ょ

こ
獅
子
保
存
会
（
高
浜
市
）

　

�

２
０
２
６
年
１
月
25
日（
日
）

　

女
性
参
政
権
の
実
現
80
年
を
記
念

し
、
そ
の
実
現
に
尽
力
し
た
市
川
房

枝
（
一
宮
市
名
誉
市
民
）
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
だ
け
で

な
く
全
国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
「
郷
土
の
資
料
を
読
み
解
く
」 

を
テ
ー
マ

に
全
３
回
の
講
座
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

第
１
回
「
江
戸
絵
画
〈
私
的
〉
発
見
物
語
」

　

�

４
月
27
日（
日
）　
講
師
：
三
重
大
学

特
任
教
授　

山
口
泰
弘
さ
ん

第�

２
回
「
愛
知
県
出
土
の
墨
書
・
刻
書

土
器
を
巡
っ
て
」　

　

�

７
月
13
日（
日
）　
講
師
：
愛
知
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

城
ヶ
谷
和

広
さ
ん

第�

３
回
「
う
つ
ろ
う
く
ら
し
の“

モ
ノ”

語
り
～
昭
和
日
常
博
物
館
の
昭
和
生
活

資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
と
活
用
～
」

　

�

２
０
２
６
年
１
月
18
日（
日
）

　

�

講
師
：
北
名
古
屋
市
歴
史
民
俗
資
料
館

「
昭
和
日
常
博
物
館
」
館
長　

伊
藤
明

良
さ
ん

企
画
展
「
昭
和
１
０
０

年
モ
ノ
語
り
」

令
和
７
年
度　

愛
知
県

民
俗
芸
能
大
会
一
宮
市

大
会

市
川
房
枝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

尾
張
平
野
を
語
る
29
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博物館アルバム

�

11
月
14
日（
金
）

　

今
年
度
は
「
萩
原
町
の
文
化
財
を
巡

る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
14

名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
萩
原
駅
か
ら

木
全
乳
母
車
店
ま
で
約
３
㎞
を
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
や
学
芸
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

【
見
学
コ
ー
ス
】
萩
原
緑
地
の
サ
イ
カ

チ
→
宝
光
寺
→
市
川
房
枝
生
家
跡
→
萩

原
宿(

本
陣
跡
・
問
屋
場
跡)

→
正
瑞

寺
→
木
全
乳
母
車
店(

旧
村
瀬
銀
行
萩

原
支
店)

�

２
０
２
６
年
３
月
15
日（
日
）

　

伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
に
貢
献
す
る

た
め
、
市
内
で
活
動
を
続
け
継
承
さ
れ

て
い
る
宮
後
住
吉
踊
と
島
文
楽
（
と
も

に
一
宮
市
指
定
無
形
文
化
財
）
の
保
存

団
体
に
よ
る
公
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

所
蔵
土
器
を
擬
人
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ど
き
ど
き
フ
レ
ン

ズ
」
の
人
気
投
票
と
な
る
「
第
1
回
推

し
ど
き
っ
フ
レ
ン
ズ
総
選
挙
」
を
7
月

19
日
〜
8
月
31
日
の
夏
休
み
期
間
に
実

施
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
投
票
と
館
内
で

の
現
地
投
票
を
併
用
し
て
実
施
し
、
投

票
総
数
は
８
５
２
票（
現
地
７
７
９
票
・

ウ
ェ
ブ
89
票
）
と
な
り
ま
し
た
。
1
位

は
縄
文
土
器
の
ジ
ョ
ニ
ー
で
、
記
念

グ
ッ
ズ
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
ー
と
限
定
缶
バ
ッ
ジ
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

5
月
か
ら
2
月
ま
で
原
則
第
２
土
曜

日
に
計
10
回
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
生

42
名
で
7
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ

ル
ー
プ
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
北
方
村

の
庄
屋
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
江
戸
時
代

の
村
人
た
ち
の
生
活
を
読
み
解
き
ま
し

た
。

市
民
文
化
財
め
ぐ
り

２
０
２
６
年

3�

月
20
日（
金・祝
）：
講
座
「
木
曽
川

堤
（
サ
ク
ラ
）
観
察
講
座
」

3�

月
29
日（
日
）：
一
般
向
け
レ
ク
チ
ャ
ー

「
サ
ク
ラ
の
花
を
見
分
け
よ
う
！
」

国
指
定
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
「
木
曽

川
堤
（
サ
ク
ラ
）」
に
つ
い
て
、
サ
ク

ラ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら
う
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

木
曽
川
堤
の
サ
ク
ラ
を

10
倍
楽
し
む
講
座

催
事
「
第
１
回
推
し
ど

き
っ
フ
レ
ン
ズ
総
選
挙
」

古
文
書
講
座
「
古
文
書

に
し
た
し
む
」

民
俗
芸
能
公
演

島文楽「三番叟」

萩原緑地のサイカチでの解説

総選挙総合順位

古文書にしたしむ（2025年8月）
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博物館アルバム
　

毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日
（
夏
休

み
期
間
中
は
毎
日
）
に
、
子
ど
も
向
け

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
「
水
引
ブ
ロ
ー
チ
」「
縄

文
こ
ろ
こ
ろ
」「
鵜
飼
の
工
作
」「
昔
の

道
具
を
つ
か
っ
て
み
よ
う
」
の
4
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
実
際
に
博
物
館
の
資
料
整

理
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
尾
西
歴
史

民
俗
資
料
館
の
た
び
ぞ
う
ク
ラ
ブ
と
合

同
で
「
一
宮
を
知
ろ
う
！
」
と
い
う
講

座
を
行
い
、
市
川
房
枝
さ
ん
や
大
根
切

干
に
つ
い
て
学
び
、
中
野
の
渡
し
に
乗

船
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
訓
練
は
、
２
０
２
６
年

1
月
28
日
午
前
10
時
か
ら
浅
井
町
黒
岩

に
あ
る
石
刀
神
社
の
境
内
で
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
石
刀
神
社
境
内
の
郷

蔵
か
ら
出
火
し
、
隣
接
す
る
山
車
蔵
へ

延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
想
定
で
実

施
し
、
初
期
消
火
の
方
法
な
ど
を
直
接

消
防
士
よ
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

3
月
に
は
開
明
地
区
に
あ
る
円
光

寺
、
庚
申
寺
、
神
明
社
、
大
和
地
区
の

法
圓
寺
に
て
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
消
防
本
部
の
職
員
と
と

も
に
文
化
財
管
理
状
況
や
消
防
設
備
の

点
検
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

愛
知
県
立
大
学
な
ど
か
ら
5
名
の
学

生
が
参
加
し
、
８
月
19
日
か
ら
８
月
23

日
ま
で
の
5
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
一

宮
市
博
物
館
の
概
要
や
資
料
の
取
り
扱

い
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
展
示
ホ
ー
ル
の

展
示
を
自
分
た
ち
で
企
画
し
、
実
際
に

展
示
ま
で
行
い
ま
し
た
。

た
い
け
ん
の
森
「
わ
く

わ
く
体
験
」

博
物
館
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

文
化
財
防
火
デ
ー
関
連
行
事

博
物
館
実
習

　

萩
原
中
学
校
よ
り
2
名
を
受
け
入

れ
、
博
物
館
の
裏
側
や
日
常
業
務
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
体
験
を
通
じ

て
、
職
業
・
仕
事
へ
の
関
心
を
高
め
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

中
学
生
職
場
体
験

鵜飼の工作縄文ころころ

文化財防火訓練

資料整理（考古編）たびぞうクラブと合同
「中野の渡し」に乗船しよう！
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2026 年度催し物のご案内

名鉄名古屋本線「妙興寺」駅南口より徒歩7分
ニコニコふれあいバス「博物館西」より徒歩5分
JR 東海道本線「尾張一宮」駅下車、タクシーで約10分

〒491-0922
愛知県一宮市大和町妙興寺 2390
[TEL]0586-46-3215
[URL]https://www.icm-jp.com

一宮市博物館

※過去の博物館だよりは、当館 Web サイトでご覧いただけます。

@138citymuseum

ichinomiya_city_museum

ichinomiya.city.museum

@138citymuseum

第 69 号

発行日／ 2026 年３月25 日

編集・発行／一宮市博物館

印刷／モリプリント株式会社

交　 通
アクセス

展覧会 催事

体験・活動

特別展紹介

開催中～ 5 月 10 日（日）
企画展

「文人画コレクション～尾張地域の画人たち～」

5 月 30 日（土）～ 8 月 2 日（日）
特別展

「みる、さわる、ふれあう―ユニバーサル・ミュー
ジアム in 一宮」

10 月 17 日（土）～ 11 月 23 日（月・祝）
特別展

「人びとの近代史～旧役場文書が語る国と地域～」

12 月 5 日（土）～ 12 月 20 日（日）
企画展

「いちのみやアートアニュアル 2026」

2027 年 1 月 16 日（土）～ 3 月 7 日（日）
企画展

「子どもたちのくらし～まなぶ・あそぶ・そだつ～」

◆ 尾張平野を語る 30　
◆ 市民文化財めぐり　
◆  民俗芸能公演

◆ たいけんの森　わくわく体験
◆ 博物館キッズクラブ（通年講座）
◆ 古文書にしたしむ（通年講座）

「みる、さわる、ふれあう―ユニバーサル・ミュー
ジアム in 一宮」
　ユニバーサル・ミュージアムとは、年齢や障害
の有無などに関わらず「誰もが楽しめる博物館」
を指します。本展ではすべての展示資料・作品に「さ
わる」ことができます。手でさわるだけではなく、
全身を使ってさわる作品もあります。みて、さわっ
て、ふれあって、新しい手ごたえを感じてください。

境界 -division-n-2024
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